
川崎市青少年科学館進行管理・評価の概要と目的

川崎市青少年科学館（以下、「科学館」と言う。）は、川崎市青少年科学館運営基本計画（以下、「運営基本計画」と言う。）に基づき、運営基本計画で定めた科学館
の理念を達成するために進行管理・評価を行い、課題や成果の共有と、組織的・継続的な改善を進めます。また、評価の公表によって事業の客観性・透明性を確保
し、市民・利用者への説明責任を果たします。

科学館の評価体制

科学館では、進行管理・評価の導入にあたり、館職員による自己評価と諮問機関である青少年科学館専門部会（以下、「専門部会」）による評価を併用します。
科学館が自ら目標を設定し、達成状況について分析して、成果と課題を明らかにするとともに、その妥当性を専門部会による客観的な視点から検証し、事業や運営に
関しての具体的な改善方策などの助言を受けます。

　※これまでの「青少年科学館協議会」は、川崎市の全庁的な付属機関の見直しに伴い、平成２８年度より「川崎市社会教育委員会議」の「専門部会」に位置づけられることになりました。
　　 諮問機関としての機能はこれまでの「協議会」と変更ありません。

評価区分
以下の通り評価区分・達成度区分を設けます。

＜評価区分＞ ＜達成度区分＞
区分 区分

Ａ 5

Ｂ 4

Ｃ 3

Ｄ 2

1
目標を大きく下回った
・目標に明記した内容・期日のいずれも達成されなかった。
・目標に明記した数値を大きく下回った。

課題解決が図れていないため、抜本的な見直しが必要なもの
●前提としていた諸条件が大きく変化し、取り組み内容の抜本
的な見直しを行わなければ目標の実現が困難な場合

目標を下回った
・目標に明記した内容・期日のいずれかが達成されなかった。
・目標に明記した数値を下回った。

平成２８年度　川崎市青少年科学館（かわさき宙と緑の科学館）　進行管理・評価表

目標に向かって順調に課題解決が図られているもの
●目標の実現を阻害するような新たな課題や残された課題等は
なく、目標に向かって順調に進捗している場合

内容

目標に向かって一定の成果が上がっているもの
●新たな課題や残された課題等があるが、目標の実現に向け
て今後も現在の取組を継続していくことで対応できる場合

課題解決が不十分で取組の改善が必要なもの
●新たな課題や残された課題等があり、目標の実現に向けて、
計画の見直しや取り組みの改善が必要な場合

内容

目標を大きく上回って達成
・目標に明記した内容よりも相当高い水準であった。
・目標に明記した数値を大きく上回った。

目標を上回って達成
・目標に明記した期日通り達成し、明記した内容よりも高い水準
であった。
・目標に明記した数値を上回った。
目標をほぼ達成
・目標に明記した期日、内容どおりに達成した。
・目標に明記した数値とほぼ同じであった。
・おおむね適正に処理し、業務遂行に支障がなかった。



１．展示事業

（１）自然展示

実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

達成度：3

　地域の自然に親しみ、知識を深めることができるように、身近なフィールドである生田緑地や川崎の星空と連動した展示を行います。
　市民・利用者が最新の情報に触れられるよう、日々移りゆく自然の様子や最近の研究成果などを反映した展示の更新を行います。
　市民・利用者の疑問や興味関心にきめ細かに対応した展示解説を行い、自然や天文、科学技術等へのより深い理解と関心につなげます。

わかりやすい
展示と保守管
理及び更新が
容易なシステ
ムの確立

リアルタイムの
情報発信と標
本等展示資
料の定期的な
入れ替えに
よって展示を
更新するしく
みを確立

①川崎市内あるいは
生田緑地の自然を
テーマにした展示の
保守管理（損傷や劣
化の著しい資料の交
換）

②生田緑地の自然に
ついてのリアルタイム
な情報発信（受付横
「生田緑地ギャラ
リー」やSNSを活用）

③新たな資料による
展示の追加および更
新（生田緑地ギャラ
リーのコンテンツの追
加）

●生田緑地の自然情報の発信を定期
的に行い、展示とその活用に関して
ワークショップの企画と実施がなさ
れ、その目標が達成された。

●展示資料は定期的に交換されてい
るが、交換用標本の整理・保管、資料
の登録、展示解説については、現在
の職員体制を考慮し、ボランティアの
活用も検討されたい。

●ＳＮＳの活用等によりリアルタイム
の情報発信が行われ、また、職員に
よる展示解説も実施されており、評価
できる。

●展示室への入場者数に大きな変動
がないと考えられる点は評価できる。
ただし、実績としてあげられている展
示の追加や更新、コンテンツ追加につ
いては、ホームページの新着情報に
アーカイブ化されていない。どこがどう
新しくなったのかを市民に向けて広く
アピールする姿勢が必要である。

①川崎市内あるいは生田緑地
の自然をテーマにした展示の
保守管理（損傷や劣化の著し
い資料の交換）を随時に実施
した。

②生田緑地の自然についての
リアルタイムな情報発信（受
付横「生田緑地ギャラリー」
やSNSを活用）を定期的に実
施した。

③新たな資料による展示の追
加および更新（生田緑地ギャ
ラリー及びその他のコンテン
ツの追加）を実施した。

①収蔵資料が少なく、展示更
新に供する事が可能な余剰標
本がわずかであるため、交換
に必要な資料メモを作成して
おき、採集に際しての効率化
を図った。

②受付横の緑地案内ボード
や、SNSでのでの情報発信
は、可能な限りこまめな更新
を心掛けた。

③　①に同じ。資料の登録保
管事業に多大な時間を要する
ため、更新は限定的に留まっ
ている。



①来館した団体または個人の
要望があった場合、職員によ
る展示解説を実施した。

②「自然ワークショップ」の
実施（全12回）に当たり、展
示物と関連した内容を交えた
回を企画した。

達成度：3 評価：　Ｂ

①職員による展示解
説の実施

②展示と連動した「展
示ワークショップ」の
実施

展示と活用
（見るだけの
展示から体験
できる展示へ
の転換）

展示と連動し
た自然ワーク
ショップの実
施など、体験
型の展示の充
実

①定期的な解説を行うには
至っていないが、来館団体ま
たは個人の要望があった場
合、その都度、職員が展示解
説を実施した。

②「自然ワークショップ」を
行うに当たり、展示物と連動
あるいは関わりのある内容を
もった回(４～５回)を企画、
実施した。



（２）天文展示

実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①年間12の一般投影番組を自
主制作し、投影を行った。

②小中学校を中心に、利用する
学年に応じた天文学習のため
の投影を行った。

③土日祝日を中心に子ども向
け番組の投影を行った。また、
次年度より公開する新番組の制
作を行った。

④「星空ゆうゆう散歩」、「ベビー
＆キッズアワー」、字幕付き投
影等、様々なニーズに合わせた
投影を実施した。

達成度：4

川崎方式のプ
ラネタリウム投
影※
（※専任の解
説員が企画・
制作し、肉声
で解説する青
少年科学館の
従来の投影方
式）

新型メガス
ター投影シス
テムやアストロ
テラスと連携
した新たな川
崎方式の確
立

①一般投影12番組制
作投影

②小中学校各学年向
け学習投影

③子ども向け投影番
組制作投影

④シニア向け、未就
園児の親子向け等、
多様な観覧者に向け
たプラネタリウム投影
の開催

●プラネタリウムに関連した事業の企
画・実施は、毎月オリジナル番組を制
作し職員が生解説を行う「川崎方式」
のプラネタリウム投影として多くの市
民の参加者を得て好評で、成果を上
げている。

●プラネタリウムの入場者数は前年
度比で若干減少しているが、トータル
で見れば十分な実績を上げている。

●一般向け、子ども向けや未就学児
の親子向けなど、さまざまな来館者を
対象とした番組の企画・制作は非常に
評価できる。また、学校向けプログラ
ムの充実も評価されるポイントであ
る。常設展示の更新にも期待したい。

●自分の学校の校庭からの眺めから
始まる学習投影は、児童が関心を高
めて学習に入ることができ、有効であ
る。

●一般投影番組の一部に、外国人向
けに英語その他の言語で解説を聴け
るよう検討できないか。

①一般投影番組の制作、投影
を計画通りに実施し、多くのリ
ピーターが観覧するなど、好評
を得ている。

②利用する学校にアンケートを
行い、要望や投影の効果の把
握に努め、これまでよりも学校
の希望に合わせた学習投影が
実施できた。

③星空と映像を組み合わせ、幼
児から低学年に楽しめる投影を
実施できた。

④ゆうゆう星空散歩とベビー＆
キッズアワーには毎回多くの来
館者があり、定着が図られてい
る。
　ベビー＆キッズアワーは親子
で楽しめる投影として定着し、多
くの方に利用していただくことが
できた。



①特殊な天文現象や、観測結
果を、映像展示へのコンテンツ
の追加、プラネタリウム投影な
どに活用した。

②気象観測データをリアルタイ
ムで展示に表示した。

③流星の写真や天文錦絵の展
示など観測成果や所蔵資料を
活用した企画展示等を実施し
た。

達成度：3 評価：　Ａ

基礎的な内容
から最新情報
まで反映した
天文展示

プラネタリウム
の番組やアス
トロテラスでの
星空観察のプ
ログラムと連
動させた発展
的な内容の展
示の実現

①新発見の天体及び
事実に基づいた常設
展示の更新の検討、
追加修正の実施

②気象観測データを
気象展示に反映する
ためのデータの解析
と修正、更新の検討

③アストロテラス等、
科学館の天体観測設
備や機材による観測
結果や、調査研究に
基づく展示の企画、
実施

観測成果や所蔵資料をプラネタ
リウム投影や企画展示等に活
用し、基礎的な内容から最新情
報までを来館者に提供すること
ができた。
常設展示についても、最新の知
見に基づき更新を計画してい
る。



（３）科学展示

実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①川崎市立小学校理科教育研
究会の協力を得て、川崎市小学
校科学作品展（市内各区開催）
において選ばれた最優秀作品
（市長賞受賞作品）７点を展示し
た。

②川崎市立中学校教育研究会
理科部会の協力を得て、川崎市
理科作品展・金賞受賞作品及
び日本学生科学賞神奈川県作
品展・特別賞受賞作品、７点を
展示した。

③科学館が保有する玉手箱な
どを活用したサイエンスショー
を、4日間計8回開催するととも
に、科学ボランティア団体の活
動を紹介したパネルを展示した
企画展を実施することができ
た。

達成度：3 評価：　Ｂ

＊アストロテラス：　市民が集い、スタッフと参加者が同じ星空を共有し、星空の美しさと宇宙の神秘を体験するための、観測機材を備えた天体観望用の施設

＊２１世紀子どもサイエンス事業：　川崎市で活動する民間団体・産業・学校と科学館が連携し、理科の好きな子どもや、科学に明るい市民を育てていく事業

＊ワクワクドキドキ玉手箱：　市民に科学の楽しさを伝えるための実験・観察の手引きや道具が詰まったツール

科学に関する
企画展の実施

実験・観察の
方法や成果を
発信する展示
による体験学
習の充実
２１世紀子ども
サイエンス事
業で活用して
いる「ワクワク
ドキドキ玉手
箱」（以下「玉
手箱」）の紹
介

①市内小学生の優秀
な科学作品を展示す
る「小学校理科優秀
作品展」の開催

②市内中学生の優秀
な研究成果を展示す
る「中学校理科優秀
作品展」の開催

③ワクワクドキドキ玉
手箱の活用した科学
実験ショーの開催

④科学実験や工作の
成果を発表する展示
の実施

●新企画として科学実験キット（ワク
ワクドキドキ玉手箱）を活用したサイエ
ンスショーを開催、多くの来館者があ
り、高く評価できる。今後も開催する曜
日や時間帯を考慮し、継続してほし
い。

●小中学校の科学作品展を実施する
ことで、館を訪れる機会を提供したこ
とは、科学に興味を抱かせることにも
つながり評価できるが、例年実施され
ている展示であり、館として関わりに
ついても専門的立場で自己評価が必
要である。

●中学校理科優秀作品展では、多く
の作品が生田緑地の地層、科学館展
示や調査研究報告を参考に制作され
ている。理科教育における科学館の
役割は極めて大きい。

●作品を単に展示するだけなく、館の
専門家としての解釈やコメントが示さ
れて初めて社会教育施設としての独
自性が打ち出され、見る者の理解の
促進につながる。この点の工夫も必要
である。

①小学生の夏休みの自由研究
の成果を模造紙にまとめた作品
を掲示することで、来館する小
学生を含む多くの来館者に見て
いただくとともに、小学生が今後
取り組むであろう自由研究の参
考となるように努めた。

②中学生が身のまわりの疑問
や不思議に思ったことについ
て、その解決・解明に向けて真
摯に取り組んだ優秀な作品を掲
示することで、川崎市内の中学
生の科学作品の成果やレベル
を来館者に示すことができた。

③2月の毎週日曜日に開催した
サイエンスショーは、総計651名
の参加者があり、たいへん好評
であった。



２．教育普及事業

（１）自然体験
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①市域の自然を幅広く紹介する
「生田緑地観察会」（年間36
回）、「自然観察会」(2回)を実施
した。

②生田緑地をはじめ、身近な自
然を素材にした「自然ワーク
ショップ」（年間12回）を実施し
た。

③継続的参加が可能な大人(初
心者)向け講座（「初心者のため
の植物学講座」）および、子ども
向け講座(「子どものための昆虫
学教室」)を実施した（すべて3回
連続講座）。

達成度：3

　展示を活用した学習プログラムやフィールドワーク、実験等、体感・体験できる講座を提供し、実体験に基づいた生きた知恵を育てます。
　市民・利用者の興味関心や学齢に応じてステップアップできる段階別の講座を提供することで、多様なニーズに応え、専門性を深めることができる学習支援を　行うととも
に、科学教育等に関する研修を充実させ、各分野の人材の育成や、指導者の養成に努めます。

生田緑地での
自然体験・学
習

より多くの市
民・利用者が
生田緑地の
自然に関心を
持てるような、
多様な内容・
形態の観察
会や自然教
室を実施

●生田緑地や多摩川の自然の多様
性を活かし、自然観察会を子供や市
民を対象として、継続的に多数開催さ
れ、多くの参加者を得ている。その普
及教育活動は評価できる。

●生田緑地は動植物、地形・地質の
学習に最適のフィールドである。観察
会等の実施については専門ガイド、ボ
ランティアの育成・活用を検討された
い。また、雨天時には館内の展示等を
活用したメニューも検討されたい。

●市民活動団体と無理のない協力体
制を継続し、長期的な事業実施を望
む。また、ＮＰＯ等外部講師による生
田緑地外における観察会の充実を期
待する。

●地層観察において３９校もの小中学
校の学習サポートを行うとともに、引
率教員用地層観察コース紹介スライド
を作成したことは高く評価できる。

●地層観察会と林の観察について、
社会教育施設としての専門性を活か
した学習支援の内容を明確に示すべ
きである。

①市域の自然を幅広
く紹介する「生田緑地
観察会」、「自然観察
会」の実施

②身近な自然を素材
にした「自然ワーク
ショップ」の実施

③継続的参加が可
能な大人(初心者)向
け講座（「初心者のた
めの植物学講座」）お
よび、子ども向け講
座(「子どものための
昆虫学教室」)の実施

①「生田緑地観察会」（年間36
回、その内、天候不順に伴う中
止は3回）、「自然観察会」(2回)
を実施し、広範な分野につい
て、一般市民へ向けた普及教育
を行うことができた。

②生田緑地をはじめ、身近な自
然を素材にした「自然ワーク
ショップ」（年間12回）では、観察
会よりも平易な内容とし、とくに
幼少な世代への啓発に努めた。

③継続的参加型の３講座では、
参加者の要望や意欲に合せな
がら、さらに知識や好奇心を深
められるような内容を用意する
ことができた。



①川崎市内の団体（NPO法人
かわさき自然調査団等）を講師
とした、多摩川など生田緑地外
の市域の観察会の実施には至
らなかった。

②継続的参加が可能な大人（初
心者）向け講座（「初心者のため
の植物学講座」）及び子ども向
け講座（「子どものための昆虫
学教室」）を実施した（再掲）。

達成度：3

①「子どものための昆虫学教
室」など各種講座や、自然関連
団体の要望や各種研修等にお
ける要請に応じ、展示解説や、
収蔵庫および保管標本の解説
や供覧、レファレンス対応を行っ
た。

②生田緑地をはじめ、身近な自
然を素材にした「自然ワーク
ショップ」（年間12回）を実施した
（再掲）。

達成度：3

連携による自
然体験・活動

活動フィール
ドを拡大し、
多摩川水系を
フィールドとし
た自然教室を
開催

展示解説や
ワークショップ

・展示解説や
ワークショップ
等を通じて、
市民の交流と
学び合いを実
現

・バックヤード
ツアーや一日
学芸員体験
等、解説や
ワークショップ
メニューの内
容を深める

①川崎市内の団体
（NPO法人かわさき
自然調査団等）を講
師に、多摩川など生
田緑地外の市域の観
察会を実施

②継続的参加が可
能な大人（初心者）向
け講座（「初心者のた
めの植物学講座」）お
よび、子ども向け講
座（「子どものための
昆虫学教室」）の実
施（再掲）

①川崎市内の団体（NPO法人か
わさき自然調査団等）を講師に
した既存の観察会枠があるの
で、多摩川など生田緑地外の市
域の観察会は職員主体（講師と
して）で実施した。

②継続的参加が可能な３講座
により、参加者の要望や意欲に
沿いながら、さらに知識や好奇
心を深められるような学習内容
を提供することができた。

①「子どものための
昆虫学教室」など各
講座において、常設
展示の解説や、収蔵
庫などバックヤード
紹介（収蔵資料、標
本の供覧）を実施

②身近な自然を素材
にした「自然ワーク
ショップ」の実施（再
掲）

①各種の講座や自然関連団体
からのレファレンス、各種研修等
における要請に応じ、展示解説
に加え、状況に応じて収蔵庫お
よび保管標本の解説や供覧を
実施することで、博物館基幹事
業の周知や普及に努め、理解を
深めて頂く事ができた。

②生田緑地をはじめ、身近な自
然を素材にした「自然ワーク
ショップ」（年間12回）では、観察
会よりも平易な内容とし、とくに
幼少な世代への啓発に努めた
（再掲）。



実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題

①「地層観察」を小中学校39校
（参加者4,220名）、「林の観察
会」を2校（参加者63名）実施し
た。また、大学の依頼での地層
観察会も実施し、42名の参加が
あった。さらに、総合的な学習の
時間における学習支援のため
に自然観察会を実施し、2校の
べ250名の参加があった。

②生田緑地の地層観察に利用
できる指導者用のコース紹介ス
ライド（解説員の話や観察のポ
イントをまとめたもの）を新規に
作成した。

③上記の指導者用のコース紹
介スライドを活用しながら、教員
向けの研修会を17回行った。ま
た、この他、植物に関する研修
を2回行った。

達成度：3

①自然史資料（標本）作成およ
び整理ボランティア育成が可能
か検討を行った。

②継続的参加が可能な大人（初
心者）向け講座（「初心者のため
の植物学講座」）及び子ども向
け講座（「子どものための昆虫
学教室」「子どものための植物
学教室」）（すべて3回連続講座）
を実施した（再掲）。

達成度：2 評価：Ｂ

人材育成
ボランティア
制度導入に
ついての検討

学校支援
フィールド
ワークの学習
効果を高める
学校支援プロ
グラムを開発・
運用

①学校が実施する自
然観察会における解
説（地層・自然）及び
その支援

②自然観察会等で使
用できる学習資料の
作成支援・提供（地
層・林・総合的な学習
の時間）

③自然観察会におけ
る指導力向上を目的
とした教員研修の実
施

①直接的な観察・体感を大切に
した観察会を実施するとともに、
生田緑地の自然の教材化を工
夫することで、児童・生徒の学習
意欲を喚起するように努めた。

②③指導者用の地層観察コー
ス紹介スライドを新規に作成し
たことにより、教員自らが行う地
層観察会の実施を促すことがで
きた。

①自然史資料（標
本）作成および整理
ボランティア育成の
検討（スキルアップの
ための研修実施等）

②継続的参加が可
能な大人（初心者）向
け講座（「初心者のた
めの植物学講座」）
及び子ども向け講座
（「子どものための昆
虫学教室」）の実施
（再掲）

①自然史資料（標本）作成およ
び整理を担う事ができるレベル
のボランティアを育成するまでに
は相応の負担を要する。現状の
体制から、市民活動団体等の協
力により、一部の分野で資料整
理を行うとともに、ボランティア
活用が可能な分野については
引き続き検討する。

②継続的参加が可能な３講座
により、参加者の要望や意欲に
合せながら、さらに知識や好奇
心を深められるような内容を用
意することができた（再掲）。

現在の体制を
踏まえ、市民
活動団体等
による協力や
育成を含めた
対応につい
て、引き続き
検討を行う。



（２）天文体験
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

小中学生を対象に「プラネタリウ
ム番組制作教室」を実施し、児
童生徒の企画、制作による番組
制作と発表を行った。

達成度：3

①外部講師によるプラネタリウ
ムを活用した特別投影を2回、
天文学者を招いた天文講座を1
回実施した。

②星空教室を6回実施し、職員
の指導による天体観測体験を
行った。

達成度：3

①プラネタリウムでのコンサート
及びオーロラ映像によるイベン
ト投影を実施した。

②民家園との連携による七夕イ
ベント、お月見プラネタリウムと
民家園での月の観察会を実施
した。
多摩区役所との連携による星空
コンサート、市民文化室との連
携による坂本九魅力発信事業
を実施した。

達成度：3

●プラネタリウム、アストロテラス（天
体観測）、アストロカー（移動天文車）
等を活用し、多様な天文体験プログラ
ムが展開されており、市民の人気も高
い。

●外部講師など、質を高めた講演会
の企画実施は、ニーズに応えている。
また、日本民家園民家園とのコラボ企
画は、ここならではの特異イベントであ
り、いずれも高く評価できる。

●各種天文体験事業に参加した子ど
もたちが、さらに天文に対する好奇心
を満たすような工夫があるとさらによ
い。

●子どもたちや教員が主体的に取組
むプラネタリウム関連事業は、館の事
業の中でも非常にユニークである。ま
た、天文に興味のある小中学校の教
員への指導を推進し、館と学校との連
携の充実を図られたい。

●科学館の特徴として市民の関心が
高く、期待・要望が多い中で職員体制
に限りがある。成果・実績を示して職
員増に努められたい。また、専門性の
高い熱心なサポーターを養成・活用す
ることで事業の発展が期待される。

●ステラドームスクールを活用した解
説会の実施により、実際にどの程度
の利用につながったのか検証された
い。

プラネタリウム
を活用した他
分野との融合
イベント

プラネタリウム
の星空演出
と、より多彩な
芸術との融合
の実現を目指
した、連携先
の開拓や演
出手法の開
発

①主に研究者等を招
いて行う最先端の話
題などの天文講演会
の開催

②館職員による星空
教室の開催

外部講師による講演会等は毎
回多くの参加者があり、質問が
多く出るなど関心も高い。また、
専門家との科学コミュニケーショ
ンをねらいとした講座を開催し、
熱心な聴衆を集め、好評だっ
た。
星空教室は毎回定員を大幅に
上回る応募があり、熱心に体験
する姿が見られた。

①様々な演奏家を招
き、プラネタリウムで
星空と音楽が融合し
たコンサートの実施

②民家園との共催事
業「お月見の会」の
実施など、緑地内施
設や図書館、区役所
等との共催事業の実
施

いずれの事業も毎回多数の参
加者があり、市民の期待が高
い。
また他局等との連携によるイベ
ントは科学館に足を運ぶきっか
けともなり、多くの方に天文や自
然科学に興味を持っていただく
機会となった。

市民や児童
生徒が参加で
きるプラネタリ
ウム番組制作

プラネタリウム
を活用した教
室・講座の開
催

専門家による
講演や市民
参加型の講
座の開催等を
通じて、市民
の学習・交流
事業を継続・
発展

教員や児童
生徒が自らプ
ラネタリウムの
学習番組を制
作・投影でき
るプログラム
の実現

小中学生対象のプラ
ネタリウム番組制作
教室の開催

定員を上回る応募があり、昨年
に引き続き参加する子も多く参
加するなど人気が高い講座であ
る。プラネタリウムの仕組みの
学習や番組制作を通じて天文
学への関心を深めることができ
た。



①昼間、晴天時はアストロテラ
スを公開し、太陽の観察、金
星、1等星など昼間の星観察を
行った。

②「星を見る夕べ」を実施（悪天
候時は中止）し、望遠鏡等でそ
の時期に見ごろな天体の観察
を行った。月2回の開催を計画し
本年度は10回実施した。

③「かわさき星空ウオッチング」
として、学校等の団体からの要
請にもとづき、職員を派遣して
行う天体観望会実施した。
本年度は28回の開催依頼があ
り、22回実施し、2,597名の参加
があった。（雨天等での中止が6
回）

達成度：3

アストロテラス
等での天文体
験

星空を身近に
感じ、広く宇
宙に親しむこ
とのできる事
業の展開・充
実

①昼間・晴天時にア
ストロテラスを公開
し、太陽・昼の星観察
の開催

②夜間の天体観望
会（星を見る夕べ）を
開催し、望遠鏡、双
眼鏡等での天体観察
会の実施

③アストロカーを活
用し、職員を市内各
地の学校等に派遣し
て行う天体観望会
（星空ウォッチング）
の開催

アストロテラス等を活用し、本物
の天体を観察する機会を多く提
供することができた。
アストロカーの活用により市内
各地の学校等で観察会を実施
し、機会の拡大を行った。



実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題

①ステラドームスクールの活用
法について、平成28年度も川崎
市総合教育センター主催の「中
学校高等学校理科初任者指導
力向上研修」において使用方法
についての解説を行った。

②「かわさき星空ウオッチング」
として、学校等の団体からの要
請にもとづき、主に学校の校庭
を会場とした天体観望会を年間
22回開催し、2,597名の参加が
あった。

③主にプラネタリウムとアストロ
テラスを活用した授業利用の研
修会を3回実施した。

達成度：3

新規の天文サポーターを募集
し、天文ボランティアの育成を
行った。また、継続参加の天文
サポーター含めた研修会（全５
回講座）を実施、35人が応募
し、スキルアップを図った。

達成度：3 評価：Ｂ

人材育成 ボランティア
のスキルアッ
プや、活動内
容のステップ
アップを支援

学校支援 ・科学館の調
査研究成果
の天文学習
への活用
・プラネタリウ
ム番組制作ソ
フトを市内全
小中高等学
校に配布し、
プラネタリウム
番組制作を支
援
・プラネタリウ
ムを児童生徒
が制作した番
組を発表でき
る場として活
用

①学校等で利用でき
るプラネタリウム番組
制作ソフト（ステラ
ドームスクール）講習
開催

②市内各地及び学
校を会場としたその
時期に応じた天体観
望会（星空ウォッチン
グ）の開催（再掲）

③天体や天文学習
における指導力向上
を目的とした教員研
修の実施

①「中学校高等学校理科初任
者教員研修」などの教員を対象
とした研修会においてステラドー
ムスクールについての解説を行
い、ステラドームスクールの活
用について、理科に携わる初任
者教員に周知することができた
のはよかった。

②天体の観察のみではなく、子
どもたちに、天体に対する興味
を深めることができるようなわか
りやすいスライド資料の作成及
び星座解説を行うことができた。

③プラネタリウムとアストロテラ
スを授業に利用することによっ
て学習効果が高まることを示す
ことができた。

天文サポーター研修
会を開催し、天文ボ
ランティアの育成と星
を見る夕べ等での活
動を実施

多くの新規ボランティアが加わ
り、星を見る夕べ等での活動を
充実させることができた。
また、研修会の実施により望遠
鏡操作の技術向上やサポー
ター同士の意見交換などがで
き、資質の向上を図ることがで
きた。

①ステラドー
ムスクールを
活用したプラ
ネタリウム学
習投影の実
施回数が減
少している傾
向があるた
め、教職員に
対して、利用
方法や番組
の製作方法
について知っ
てもらうように
努めたい。



（３）科学体験
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

達成度：3

●これまでの各事業を継続して実施
するとともに、年齢の低い子どもと保
護者向けに、「科学であそぼう！親子
実験教室（未就学児）」、「子ども科学
実験教室（小学校1，2年生）」を今年
度新規事業として実施しており、成果
を上げている。

●毎週土曜日開催の「実験工房」は
計６１回、出前科学実験教室５８回、
ワクワクドキドキ玉手箱（科学実験
キット）利用１５１回等の実績は、継続
的な努力の結果であり、誇るべき活動
である。今後も顧客へのアプローチ
（情報発信・広報活動）を期待したい。

●ワクワクドキドキ玉手箱の出前授業
等での活用推進のため、教員を対象
とした研修の実施は評価できる。

●多様な年齢層に向け様々な事業が
実施されているが、職員体制にも考慮
し、時代の流れを意識しつつある程度
テーマを絞ることも必要と思われる。

●自由参加のプログラムについては、
達成度あるいは教育効果を測る指標
がない。プログラムごとにアンケートを
取り、その内容を開示するなどの工夫
が必要であろう。

市民の多様な
学習ニーズに
応える実験教
室の開催

・多様な年齢
層に向けた科
学教室の開
催

・気軽に楽し
めるサイエン
スショーや、
年齢や学習
段階の異なる
人々が共に学
べる交流・学
習イベントの
実現

①初歩的な科学講座
の実施（実験工房・
幼児を含む親子科学
実験教室）

②単発型の科学講
座の実施（わくわく科
学教室、ふしぎ実験
室）

③大人向け科学講
座の実施（大人の科
学実験教室）

④通年型の科学講
座の実施（発明教
室）

①毎週土曜日に、来館者が誰
でも参加できる「実験工房」を計
6１回開催し、5,186名の参加が
あった。

②毎月第２土曜日に小学生を
対象の「わくわく科学実験教室」
を計12回開催し、274名の参加
があった。また、４月・８月を除く
月１回小学３～６年生を対象と
した「ふしぎ実験室」を計１０回
開催し、181名の参加があった。

③高校生以上を対象に「大人の
科学実験教室」を計5回開催し、
34名の参加があった。また、本
講座に関連して、「大人のため
の電子・電気教室」を初めて1回
開催し、13名の参加者があっ
た。

④いろいろなものをつくる体験を
とおして、一人一人が作りなが
ら考え、創造性を伸ばすことを
目的とした「発明教室」を通年15
回開催し、のべ454名の参加が
あった。

⑤「科学で遊ぼう！親子実験教
室」を年間2回開催することがで
きた。

①当日参加可能の「実験工房」
については、短い時間で、科学
的な興味・関心がもてたり、科学
的な体験をしたりすることができ
るテーマを選び実施するととも
に、参加者増加に向けて、写真
（工作物や実験工房の様子）等
を掲載するなどした広報を今年
度も積極的に行うことができた。

②多くの講座で募集定員を超え
る申し込みが今年度もあり、市
民のニーズに応えることができ
るよう努めた。

③平成28年度は、5回の「大人
のための科学実験教室」また、
「大人のための電子・電気教室」
などを開催することができた。し
かし、今年度前年度と比べ参加
者が少なかった。参加者のニー
ズにあう講座テーマを設定する
難しさを感じた。

④年間15回の連続講座に、多く
の参加者が熱心に欠席もせず
参加し、た。また、参加者の創造
性・科学的思考の育成に努力す
ることができた。

⑤未就学児を対象とした、実験
教室への関心が高く、多くの参
加希望が寄せられニーズの高さ
を改めて再認識した。

③大人のため
の科学実験
教室など、大
人向けの科
学教室につい
ては、指導講
師と相談しな
がら、ニーズ
に合う講座
テーマを設定
するようにし
ていきたい。



実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題

①6月～9月に「科学サポーター
研修会」を全６回開催し、９名が
参加。そのうち実習として「身近
な石ころの科学」をテーマに科
学実験教室を1回行った。

②出前科学実験教室として、ア
トム工房委託分58回（参加者
2,042名）を実施した。また、151
回の玉手箱の利用があった。

③８月にＫＳＰ（かながわサイエ
ンスパーク）で行われた「かわさ
きサイエンスチャレンジ」内で
「科学と遊ぼう！ワクワクドキド
キ玉手箱」を開催した。科学ボラ
ンティア団体・川崎市内教員・科
学サポーター研修生・館職員な
どが１2ブースを出展し、1,852名
の参加があった。

達成度：3

学校支援 教材開発や
学習支援プロ
グラムの開発

21世紀子ども
サイエンス事
業※の推進
（※川崎市で
活動する民間
団体・産業・
学校と科学館
が連携し、理
科の好きな子
どもや、科学
に明るい市民
を育てていく
事業）

・玉手箱や科
学ボランティ
アを活用し
て、理科の好
きな子どもや
科学に明るい
市民を支援

・科学ボラン
ティアの活動
を支援
・民産学官の
連携を強化
し、多様な
人々の出会い
と交流を生み
出す科学イベ
ントを開催

①玉手箱を運用し実
演を行う科学ボラン
ティアの育成（科学
サポーター研修会）

②出前科学実験教
室などにおける玉手
箱の安全な運用と教
材の工夫

③参加者の交流を生
み出す科学イベント
への参加（かわさき
サイエンスチャレン
ジ）

①研修会では、実験教室の運
営方法や指導方法について学
んだり、科学実験に関する安全
確保の仕方などの習得したりし
ながら、実践的な研修を行うこと
できた。これにより、科学ボラン
ティアとしての基礎を固め、これ
からの科学実験教室の指導者
としての人材育成に努めること
ができた。

②前年度と比較して、傾向とし
て実施回数が増えているわりに
は、参加者数が減ってきてい
る。これは、小規模での実施が
多いためことが要因である。

③科学マジックショーを工夫した
り、低年齢層向けのコーナーを
多めに設置するなど、多くの市
民が楽しめるようなブースを設
置する工夫行うとともに、科学館
のＰＲも行うことができた。
※1日目の午前中が、強い雷雨
のため、前年度と比較して参加
者が激減したのは、残念であっ
た。

みんなの展示コー
ナーを活用した科学
作品やパネル等を掲
示した
①小学校理科優秀
作品展の開催（再
掲）

②中学校理科優秀
作品手の開催（再
掲）

①「１．展示事業－(3)科学展示
－「科学に関する企画展の実
施」①」参照

②「１．展示事業－(3)科学展示
－「科学に関する企画展の実
施」②」参照

③10月に「中学校連合文化祭
（多摩・麻生・宮前地区）」として
開催した。180名の生徒、教職
員が参加し、日本学生科学賞な

①「１．展示事業－(3)科学展示
－「科学に関する企画展の実
施」①」参照

②「１．展示事業－(3)科学展示
－「科学に関する企画展の実
施」①」参照

③生徒の研究発表の場としての
提供とプラネタリウムによる学習
投影を行った。そのため、生徒
の科学的な興味・関心をさらに



達成度：3

実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題

①「２．教育普及事業－(3)２１世
紀子どもサイエンス事業推進
①」参照

②市民を対象とし、子どもたち
に科学の楽しさを伝えることの
できる指導者を育成するため講
座「科学サポーター研修会」を
開催した。9名の研修生が参加
し、玉手箱の利用方法や実験教
室の運営と安全指導について
の研修が行われた。

達成度：4 評価：Ｂ

＊アストロカー：　当館が所有する移動天文車の愛称。望遠鏡、ディスプレイモニター等を搭載し、市内学校等で観察会を行う。

人材育成 ボランティア
のスキルアッ
プや、活動内
容のステップ
アップを支援

③中学校連合文化
祭の開催への協力

④学習指導要領に
そった科学館の資料
や資材を活用した学
校の科学教育への
支援及び情報提供

どに出展した生徒の研究発表
が行われた。

④玉手箱の授業活用について
川崎市立小学校理科研究会・
川崎市立中学校理科部会等で
内容及び使用方法について解
説を行うとともに、中学校・高等
学校理科初任者授業力向上研
修回において研修を実施した。
その結果、小中学校の理科授
業やクラブ活動において玉手箱
が活用増えた。また、夏休み前
に、科学館からの資材などを持
ち込み子どもたち向けに理科教
育に関する講座を招かれた学
校1校において2日間にわたって
館職員が行った。

高める機会を提供することがで
きた。

④理科教員を対象とした研修会
や出前科学実験教室の実施時
などを活用し、教員に対して玉
手箱についての広報を行うとと
もに、実際に活用しての研修を
行うことを通して、玉手箱への理
解を深め、学校での利用回数の
増加につなげることができりよう
努めた。

市民・ボランティア団
体を対象とした科学
実験教室指導者とし
ての実習を含む指導
者講習会の実施（科
学サポーター研修
会）

①「２．教育普及事業－(3)２１世
紀子どもサイエンス事業推進
①」参照

②熱心な参加者が集まり、充実
した研修会を行うことができた。
また、科学実験教室を中心とし
た科学館の事業についての理
解を深めてもらうよい機会とも
なった。



３．調査研究事業

（１）自然分野に関する調査研究

実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①「川崎市生物目録」（仮称）の
刊行に向けて、その体裁を含め
た内容、文献調査など、事前の
準備作業について当館側の方
向性・指針を市民団体に示し、
検討を行った。

②第9次川崎市自然環境調査
の実施（H27～企画）

③「かわさき生物多様性戦略」
に伴っての環境局の企画に当
たって、同局への指導や助言、
監修を行うなど、関連行政機関
と連携して作業を進めた。

川崎市自然
環境調査の
継承発展

・調査テーマ
の設定や発
表方法の検
討

・職員と調査
ボランティア、
研究機関、自
然調査研究
団体等多様な
主体との協働
による調査の
実施

①「川崎市生物目録
（仮称）」の刊行に向
けた予備調査の実施
（H28～）

②環境局など関連行
政機関との連携

　川崎市は、東京都と横浜市に挟まれた南北に細長い地形であり、東京都との間には多摩川が流れています。市の北部では武蔵野の面影を残すような雑木林があり、自然
が多く残っている地域と、南部の工場地帯をはじめとして都市化が進んだ地域があります。
　このように、自然と都市の要素を包含する川崎市において、自然と人間の共存を考えるうえでの重要な要件を見いだし、考察を深めることを目的として、学芸担当職員を中
心に自然環境の調査や川崎で見られる天体の調査を行います。
　また、科学教育を効果的に推進するために必要な調査研究を行います。

●「川崎市生物目録（仮称）」の刊行
は行政としても重要であり、川崎市の
将来のための基礎資料となる。わかり
やすく、誰もが利用できるよう努め、市
民活動団体と協力して進められたい。

●ここ数年、自然分野の調査研究は
よい成果を生んでいる。今後も市民活
動団体と共同で計画的に調査を進め
るとともに、ボランティアの活用に努め
てほしい。

●生田緑地において長年行われてき
た自然環境調査は、貴重な記録であ
る。今年度、市民向け報告会、公演会
が行われたことは評価できる。

●調査活動、執筆活動のいずれにお
いても、地域の自然史情報の集積セ
ンターとしての役割を果たすべく、十分
な成果を上げており、高く評できる。

●調査研究事業として位置づけられ
ている講演等については、研究会や
学会での発表を対象とすべきであり、
昆虫関係の普及講演は普及教育の
枠組みに含めるべきである。館外の
媒体における著作物においても、普及
的著作については普及教育の枠組み
に含めるべきである。

①「川崎市生物目録」（仮称）の
刊行に向けて、体裁や内容、事
前の準備作業（文献の取りまと
め）について市民団体に指針を
示し、意見集約を行った。今後、
方向性を取りまとめる。

②第9次川崎市自然環境調査
については、市民団体とも協議
の上、（９次調査でなく）「川崎市
生物目録（仮称）」編纂と置き換
え、そのための予備調査との方
向性を定めた。

③「かわさき生物多様性戦略」
に伴う環境局の企画に沿って、
市域の自然に関して適切な指
導や助言、監修を行った結果、
企画内容の質的向上を図ること
ができた。

「川崎市生物
目録」（仮称）
の体裁や、過
去の記録等文
献の取扱範
囲、実施可能
な作業など
は、市民団体
との協議がな
お必要であ
る。



①市内タヌキ調査（麻布大学と
の協働による食性調査）を継続
して実施した。

②ホトケドジョウ種苗保護（県内
水面試験場への委託事業）を継
続して実施した。

③①以外にも新たな調査対象
の検討を行い、生田緑地その他
市域の昆虫相（トンボ目、コウ
チュウ目ホタル科（以上継続調
査）およびカメムシ目アメンボ類
（新規調査））を材料に、緑地を
中心とした環境モニタリングを
実施した。

達成度：3

①市内タヌキ調査の
検討（食性調査）及
び、収蔵標本資料の
活用方法（展示など）
の検討

②新たな調査対象の
検討（生田緑地をは
じめとした市域のトン
ボ相やハチ相などの
調査）

①継続の市内タヌキ調査に伴っ
て得られた標本を中心に、収蔵
標本資料の活用方法（展示な
ど）の検討を行った。

②新たな調査（環境モニタリン
グ）対象を選定し、生田緑地を
主としたトンボ相やアメンボ相な
どの調査を実施したほか、ハチ
目などの収蔵標本調査を行っ
た。

達成度：3 評価：B

継続調査の
実施

既存調査の
継続と調査対
象の拡大の検
討

①市内タヌキ調査（麻
布大学との協働によ
る食性調査）

②ホトケドジョウ系統
（遺伝子）保存（県内
水面試験場への委託
事業）

③①以外にも新たな
調査対象の検討（生
田緑地その他市域の
トンボ相等）

自然について
広く市民に伝
えるための調
査研究の実
施

・学芸担当職
員の専門性を
活かした調査
研究活動を通
じて、地域の
自然を継続的
に調査・分析
し、研究成果
を公開

・職員の専門
性を高め、展
示や学習プロ
グラム等の博
物館活動に
反映

●収蔵庫研究利用実績は、調査・研
究の成果ではなく、研究者の利便性
向上という観点から、資料収集・保管
事業の成果として位置づけるべきであ
る。

①現時点で未公表であるが、市
内タヌキ調査（麻布大学との協
働による食性調査）を継続して
実施した。

②ホトケドジョウ種苗保護（県内
水面試験場への委託事業）を継
続して実施し、緑地内個体群の
系統保存がなされている。

③トンボ目、ホタル科、アメンボ
類など、新たな調査対象を選
び、市域の調査を継続している
中で、特に生田緑地については
環境モニタリングを実施した結
果、その現況については、一定
の見解を示すことができた（紀
要誌上で出版公表）。

①市内タヌキ調査に係る収蔵標
本資料について、展示への活用
方法を検討した。まだ実現して
いないが、交換可能な標本を検
討中である（ただし、劣化や消
耗の顕著な「ハンズオン展示」
の再開は、慎重を要する）。

②生田緑地を中心とした市域の
昆虫相調査や環境および生物
相モニタリングを実施、特にトン
ボ目およびアメンボ類では、現
況を的確に把握した成果を挙げ
ることができた。収蔵資料も、整
理に伴う予備的な標本調査が
進展している（ハチ目・ユスリカ
科）。



（2）天文分野に関する調査研究
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①晴天時に白色光、Ｈα光によ
る太陽表面の観測を継続して実
施した。

②天文サポーターの協力、イン
ターネットによる呼びかけで市
内複数箇所からのデータを得
た。

③気象観測機器による気象
データの記録を継続して実施し
た。

達成度：3

明治大学との連携による40cm
望遠鏡を使った木星等の観測
を行い、学会等で発表した。
また、アストロテラスで観測した
画像をプラネタリウム投影等に
活用する他、SNS等での情報発
信に活用した。

達成度：3 評価：B

天文現象に
ついての調査
研究の継続

・調査の成果
の蓄積と市
民・利用者へ
の還元

・ときどきの天
文現象に合わ
せた調査を実
施し、プラネタ
リウム番組に
反映

①太陽望遠鏡による
太陽表面の撮影によ
る観測の継続実施

②星空ウオッチング
等の機会を利用した
市民協働による川崎
市域の星の見え方調
査の実施

③気象観測装置によ
るデータ取得と解析
の実施

●市民と協力した「市域の星の見え方
調査」は教育的な面からも良い取り組
みであり、今後もこの種の活動を継続
していくことが望まれる。

●大学・研究機関と連携による調査研
究成果について学会に発表したことは
高く評価できる。連携による観測研究
は職員の資質向上や展示内容の充
実のためにも今後とも続けていくこと
が重要である。

●各種観測データを継続的に記録し、
一部をＳＮＳ等で情報発信しているこ
とは評価できる。調査研究成果を広く
市民に紹介し、館としての実績を広げ
るため、今後の広報活動の展開に期
待したい。

●気象に関する調査は、天文というよ
りはむしろ生田緑地周辺の自然環境
との関係が大きいことから自然分野と
考えるのが妥当であり、今後の調査
の枠組みについては再考する必要が
あるように思われる。・学芸担当職

員の専門性を
活かした調査
研究活動を通
じて、市域で
みられる天体
を継続的に観
測

・職員の専門
性を高め、プ
ラネタリウムや
展示・学習プ
ログラム等の
博物館活動
に反映

木星、小惑星等の太
陽系天体、及び恒星
の観測を継続すると
ともに、市民協働によ
る調査研究に向け
て、冷却CCDの整備
及び活用方法の検討
を進める。

天文現象に
ついて広く市
民に伝えるた
めの調査研究
の実施

太陽観測等、継続的な観測
データは博物館資料としても重
要であり、データの蓄積を行うこ
とができた。
市域の星の見え方調査や気象
観測は地域博物館として重要な
活動と位置づけ実施している。

天文サポーターの協力、大学・
研究機関との連携により、話題
性のある観測や学術的な観測
を行い、その成果を公表するこ
とができた。
またSNS等による情報発信によ
り、広く市民に成果を伝えること
ができた。



（3）科学教育に関する調査研究

実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

これまでの、玉手箱の利用実績
を検討し、玉手箱の内容の改善
や改良を行った。また、利用状
況や要望等をから、全部で22種
類ある玉手箱に、1種類「DNA」
を再度加え、全部で23種類とし
た。
　また、「磁石」「光とレンズ」の
玉手箱の整備を進め、新し教材
の開発や利用マニュアルの作
成を進めることができた。

達成度：4 評価：Ｂ

＊川崎市自然環境調査：　川崎に生息する動植物の分布状況を明らかにするため、昭和５７年より、市民協働で継続してきた調査。

＊川崎市域の星の見え方調査：　環境省の実施する全国星空継続観察に連携し、夏期と冬期に市域の星の見え方を市民と調査する。

科学について
広く市民に伝
えるための調
査研究の実
施

研究成果を蓄
積し、２１世紀
子どもサイエ
ンス事業を中
心とした科学
教育普及事
業へ反映

科学実験教室・実験
講座及び出前科学実
験教室で行われた実
験に基づく興味関心
を高めるような新規
玉手箱の開発

科学館で行われる科学実験教
室や、出前科学実験教室で寄
せられた主催者からの報告書を
精査しながら、玉手箱の利用傾
向の把握に努めた。また、その
結果、改良すべき点などを検討
し、玉手箱の改善に努めること
ができたのはよかった。
　今後も、玉手箱の種類の整理
を行うとともに多様な科学実験
教室対応できるよう、改良・新規
開発を続けていく。

●２２種類あるワクワクドキドキ玉手
箱（科学実験キット）に新たな演目を加
えたり、改善を図ることができた点は
評価できる。

●ワクワクドキドキ玉手箱の整理・改
善や開発の成果を今後の講座や出前
授業等に活用してほしい。玉手箱だけ
でなく、「科学について広く市民に伝え
るための調査研究」についても進めら
れることを期待したい。



４．収集保存事業

（１）自然資料の収集と保存・管理
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①標本資料の体系的な収集を
目指したが、その活動規模は限
定的なものにとどまった。

②生物標本資料の再整理・分
類・配架および電子台帳整備は
その後も着実に進展している。
昆虫類の11目・鳥類および哺乳
類の補遺・植物花粉類は標本カ
タログ（収蔵目録）を刊行した。

③収蔵資料の登録・保管手法
の確立には諸課題は残される
が、脊椎動物など大型のものに
続き、昆虫類や植物でも分類・
配架を大幅に進めるなど、改善
を図った。

④収蔵目録が刊行された昆虫
類11目の1,445点について、
GBIFへのデータ提供による、国
内外への収蔵標本の情報公開
を進めた。

達成度: 3 評価：B

①市民団体による収集活動は、
特定の分類群（植物および昆虫
の一部）に限定されている。職
員による資料収集は、可能な限
り広範な視野で行うも、他業務と
の時間的制約等から小規模に
とどまっている。

②左記のとおり、収蔵標本の分
類整理、配架および電子台帳の
整備、標本カタログ化は順次、
着実に進展している。

③②と関連するが、登録、標本
カタログの作成、出版公表と並
行して、GBIFの体裁に合わせた
電子台帳整備が少しずつでは
あるが進展している。

④電子台帳整備とも連動させな
がら、情報公開の一端として、
昆虫類の11目について、鳥類・
哺乳類に続き、GBIFへの1,445
点のデータ提供を行い、情報公
開を行うことができた。

●生物標本の収蔵資料が精力的に分
類・整理され、順次電子台帳に登録さ
れていることを高く評価したい。GBIF
等国際機関への資料情報の提供は、
地道に継続して取組んでほしい。

●資料収集・充実は博物館の任務で
あり、資料目録の充実と公表も重要で
ある。限られた人員体制のため、資料
整理・登録には専門ボランティアの養
成・活用を検討されたい。

●収集保存対象は多岐にわたるた
め、優先順位をつけて重点化を図る必
要がある。

●資料の種類により異なる登録・保管
方法に対応する保管スペースの確保
など、行政の理解が必要である。

●保管においては配架システムの構
築についての言及がない。登録データ
と、対応する資料の配架場所との、有
機的なつながりの担保が課題と思わ
れる。

　標本やデータ等の所蔵資料を分類・整理して適切な保存管理を行い、川崎市域の貴重な自然史資料・天文資料を次世代へ確実に継承します。
　データベース化した所蔵資料の公開や、資料を使った講座の開催等により、所蔵資料の効果的な活用に努めます。

川崎の自然に
ついての資料
収集と保存・
管理

・収蔵資料の
より効果的な
活用

・GBIF等国際
機関への資
料情報の提
供

・研究機関へ
の資料の貸し
出しについて
検討

①幅広い分類群にわ
たる標本資料収集
（「川崎市生物目録
（仮称）」予備調査な
どに伴う資料）

②生物標本資料の再
整理・分類・配架およ
び電子台帳整備

③収蔵資料の登録・
保管手法の確立

④GBIFへのデータ提
供による、国内外へ
の収蔵標本の情報公
開



（2）天文資料の収集と保存・管理
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①冨田氏・箕輪氏資料の整理、
リストの作成を引き続き行い、
成果の一部を紀要に報告した。

②太陽表面等、観測データの画
像処理を行い、プラネタリウム
投影等に活用できるよう整理し
た。

達成度：3

番組制作時の資料を整理する
とともに、制作した番組の素材、
データの保存を実施した。

達成度：3 評価：Ｂ

①冨田氏資料は膨大であり、ア
ルバイト等の協力を得て整理を
進めている途中であるが、現状
で把握している資料の活用につ
いて具体的な検討段階に入っ
た。

②整理した画像データを企画展
示、プラネタリウム投影等に活
用できた。

番組の素材データはデジタル形
式で保存し、投影の他、広報や
印刷物等に活用した。

●寄贈資料の整理が進み、成果の一
部を「紀要」に報告できたのは評価で
きる。今後速やかに整理を完了すると
ともに、プラネタリウム投影での活用な
ど、市民向け情報公開に努めてほし
い。

●蓄積されている観測データのデジタ
ル化は非常に重要であり、アーカイブ
スの充実を進めた点で評価できる。今
後、成果の刊行、プラネタリウム番組
への活用等期待される。

●観測データについては公表はもちろ
ん、外部の利用に供するためのシステ
ム作りが必要である。

天文について
の観測データ
の収集と保
存・管理

収蔵資料のよ
り効果的な活
用と公開

①冨田氏・箕輪氏資
料の整理および調査
研究の実施

②観測結果の整理デ
ジタル化を行いデー
タ解析の実施

プラネタリウム
についての資
料収集と保
存・管理

プラネタリウム
番組や解説
資料のアーカ
イブスの作成

プラネタリウム番組の
制作時に収集した資
料、素材のアーカイブ
化の実施



（3）科学教育に関する資料の収集と保存・管理
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①今年度も実験教室ごとに報
告される報告書を管理し、館職
員や科学ボランティアがいつで
も確認できるようにした。また、
それぞれの教室での指導案な
どの集積を行い、今後開催され
る実験教室のデータとしてまと
め、共有化を図った。

②玉手箱の管理を行い、改良さ
れた部分や部品等に関してはラ
べリングを継続して行うととも
に、利用回数の多い玉手箱に
ついては、重点的にその整備・
改良に努めた。

達成度：3 評価：Ｂ

＊ＧＢＩＦ：　地球環境生物多様性情報機構

＊冨田氏資料：　東京天文台講師であった冨田弘一郎氏より寄贈された資料。

①指導方法、科学実験教室内
で製作される工作物の写真など
のデータを集積し、科学実験教
室でのノウハウなどが、それぞ
れの科学ボランティア団体で共
有できるように努めた。

②今年度も、実験室や準備室の
整備や、玉手箱に収納されてい
る道具や部品等の整理を行い、
円滑な科学実験教室を実施で
きるように努めた。

●科学実験キット等の利用・指導方法
について、ボランティア団体が活用で
きるよう整理・共有化に努めたことは
評価できる。

●科学教育の普及に係る事業を効果
的に行うためのアンケート結果やその
分析結果の資料を、関係部局で共有
化し情報交換する努力も求められる。

●指導にあたっては、実験・体験活動
そのものだけでなく、終了後の結果整
理、器具類の保管整備も重要であり、
この点もさらに深めてほしい。

●科学分野において活用、保存する
資料とは何か、教材として扱われるも
のではなく、博物館資料としてどのよう
に位置付けて収集保存していくのか、
整理する必要がある。

科学実験につ
いての資料の
保存・管理

科学実験教
室に関するノ
ウハウを整
理・保管・共
有化

①事業報告書等をも
とにした各実験教室
のデータの共有化

②開発した実験道具
等の保管・整備



（1）展示・企画ネットワーク　
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①８月にＫＳＰで開催された「か
わさきサイエンスチャレンジ」に
参加し、12にブースを出展する
ことができた。
「宇宙の日」記念全国小中学生
絵画コンテストを開催するととも
に、創立20周年を迎えた川崎フ
ロンターレのイベント「宇宙強
大」会場に、コンテスト第1次予
選通過作品の掲出を行った。
また、科学企画展を開催し、サ
イエンスショーには多くの来館
者が訪れた。

達成度：3 評価：Ｂ

５．ネットワーク事業

市民や企業・
研究機関等の
参画による、
川崎市の特性
を活かした展
示や教室等の
実施

市民や研究
機関・企業と
の共同企画
展の開催等、
パートナー
シップによる
事業を実施

①関連団体との事業
の企画実施（「川崎
市生物目録（仮称）」
予備調査や展示更
新、かわさきサイエン
スチャレンジへの参
加、理研サイエンス・
カフェの実施協力、フ
ロンターレ協働イベン
トへの参加）

　生田緑地内の文化施設をはじめとする多様な団体や関係機関との連携により、市民・利用者にとって魅力的な活動を幅広く展開します。多様な団体や関係機関が、それ
ぞれの専門性や地域性を生かして連携することで、相互補完や相乗効果による総合力を高めることをめざします。

①市内最大の科学イベントであ
り、実行母体である運営委員会
に参加するともに、各参加団体
（企業・研究機関）と協働して科
学的な興味関心を高めるブース
を設置して、科学館の周知をは
かることができた。

・科学企画展におけるサイエン
スショーの開催により、2月の閑
散期に多くの来館者が訪れる
結果となったのはよかった。

●ＫＳＰ（かながわサイエンスパーク）
開催の「かわさきサイエンスチャレン
ジ」への出展は、知名度の向上、生田
に足を運んでいない顧客の開拓にも
つながり、一定の効果があったと評価
できる。

●ＫＳＰはじめ関連団体との事業企画
に積極的に参画するなど、本年度は
活躍の幅を一段と拡大させたことを評
価する。

●科学ボランティア団体との連携によ
り、今年度初めてサイエンスショーを
実施したことは評価できる。

●市民や企業、研究機関との共同企
画や展示に、科学館の個性を示すこと
が重要である。

●かわさきサイエンスチャレンジにお
いてはどのような内容のブースを出展
したのかが不明である。内容、出展数
について評価できる資料を示してほし
い。



（2）調査研究・収集保存ネットワーク
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①「生物多様性かわさき戦略」
に沿って、環境局環境調整課
等、関係行政機関への指導や
助言、冊子等の監修を行った
他、講座の講師を担うなど、協
働事業を行った（再掲）。

②「川崎市生物目録」（仮称）に
向けて、文献渉猟といった予備
調査を行った。

③市民調査団体（「かわさき自
然調査団」「神奈川県植物誌調
査会」）と連携協力し、前者では
上記「川崎市生物目録」（仮称）
の刊行に向けて、その方向性を
提案、検討した。

④天文サポーターの協力、イン
ターネットによる呼びかけで市
内複数箇所からのデータを得
た。（再掲）

達成度：3 評価：Ｂ

●形が残るという意味で、成果を見据
えた地域の博物館らしい連携が関連
団体と展開されており、高く評価でき
る。

●「生物多様性かわさき戦略」に基づ
いて、川崎市の関係部局との連携・協
力を一層推し進めることができたことは
評価できる。

●各団体や研究機関と協力し、自然
調査や星の見え方調査を行ったことは
評価に値する。

●川崎市域の自然に関するセンター
機能を科学館が受け持つこと、それに
は基本的な動植物、地質資料の充実
が求められる。ここ２，３年で多くの面で
整備が進んでおり、さらなる発展を期
待する。

①環境局環境調整課の要請を
受け、川崎市域の自然史に関
し、適切な助言や指導、監修を
行った結果、同課での各事業に
おける質的な向上が図られた。

②「川崎市生物目録」（仮称）に
向けた予備調査を実施（昆虫類
の文献調査）したが、市民団体
との間での方向性について検
討を行った。今後も検討を行
い、方向性を取りまとめる。

③市民団体との協議において、
「川崎市生物目録（仮称）」に向
けた検討を進めており、②のと
おり、現時点において、検討中
である。
　神奈川県植物誌調査会との
協働事業は、現在進行中であ
るが、当館においても外部研究
者を受け入れ、収蔵標本調査
が進展している。

④継続的な観測データは博物
館資料としても重要であり、
データの蓄積を行うことができ
た。市域の星の見え方調査や
気象観測は地域博物館として
重要な活動と位置づけ実施して
いる。（再掲）

研究機関や
市民の調査団
体、関連行政
機関などとの
連携協力体
制の構築

各団体や機
関が保有する
資料の相互
提供や情報
共有の仕組
みづくり

①環境局環境調整
課等、関係行政機関
との協働「生物多様
性かわさき戦略」

②「川崎市生物目録
（仮称）の刊行に向け
た予備調査の実施
（H28～）（再掲）

③市民調査団体
（「かわさき自然調査
団」「神奈川県植物
誌調査会」）と連携協
力（成果の公表等）

④星空ウオッチング
等の機会を利用した
市民協働による川崎
市域の星の見え方調
査の実施（再掲）



（3）学習支援ネットワーク　
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

●教育普及事業を円滑に実施するた
めの学校や市民団体及び教職員との
協力体制が構築されたことは十分評
価できる。

●地層観察は、解説シート等で事前
学習のうえで現場で観察し、その後教
室で振り返り学習を行うなどの工夫に
より理解を深める必要がある。学習効
果を高めるため、学校への情報提供、
研修等が必要である。

●学芸員実習、教員研修の受入は、
博物館の取組みについて理解しても
らいう機会となり、将来の教育的効果
も期待できる。受入の充実は評価でき
る。

●学校関係団体との協力により、児童
生徒の研究発表や作品展を開催する
ことは、科学館の存在を知ってもらう
良い機会となり、普段は足を運ばない
父兄の来館などにつながっており、評
価できる。

①「２．教育普及事業-(1)学校支
援①」参照

②職業体験として中学校2年生
を対象に13校・64名実施した。

③「２．教育普及事業-(1)学校支
援③」参照

④「１．展示事業-(3)科学に関す
る企画展の実施①」参照

⑤　「１．展示事業-(3)科学に関
する企画展の実施②」参照

⑥「２．教育普及事業-(3)学校支
援②」参照

⑦「２．教育普及事業-(3)学校支
援③」参照

⑧「２．教育普及事業-(2)学校支
援②」参照」

⑨「２．教育普及事業-(2)学校支
援②」参照」

①観察会における解説内容を
共通理解し、充実した観察会を
開催することができた。

②科学館事業全体の体験がで
きるようにし、職業意識を高める
きっかけづくりができた。

③学習資料を配付し、多くの学
校の地層見学会において役立
つことができた。また、地層観察
会に利用できるシートを新たに
１枚作成した。

④⑤最優秀の科学作品を「みん
なの展示コーナー」に掲示する
ことで来館者の関心を高めるこ
とができた。また、中学校の生
徒達の研究成果を展示する中
学校理科優秀作品展もあわせ
て開催することができ、研究成
果を伝える拠点づくりとして連携
を小中学校と図ることができ
た。

⑥生徒の科学的研究の発表の
場としての提供し、生徒の科学
的な興味・関心をさらに高める

学校や市民
団体と連携し
た学習・交流
の拡大

教職員、ボラ
ンティア団
体、科学館の
協働により学
習プログラム
を開発・実施
する体制の構
築

①学校向け自然観察
会（地層・林）の実施
（再掲）
②職業体験の実施
③学習資料の作成
支援・提供（地層・
林・総合的な学習の
時間）（再掲）
④小学校理科優秀
作品展の開催（再
掲）
⑤中学校理科優秀
作品展の開催（再
掲）
⑥科学館の資料や
資材を活用した学校
教育への支援や情
報提供（再掲）
⑦中学校連合文化
祭開催への協力（再
掲）
⑧ワクワクドキドキ玉
手箱の活用（再掲）
⑨市内各地及び学校
を会場とした天体観
望会（星空ウォッチン
グ）の開催（再掲）
⑩教員社会体験研



達成度：3 評価：Ａ

⑩教員社会体験研修として、教
員1名を2日間受け入れた。

⑪学芸員実習を実施し、8人の
実習生を受け入れ、実習を行っ
た。

⑫かわさきサイエンスチャレンジ
に参加し、12のブースを開設し、
2日間に延べ1,852名の参加者
を集めた。

機会を教員と共につくることが
できた。

⑦教員研修会などを利用して、
玉手箱を体験する機会を増や
し、学校での玉手箱利用数の増
加につなげた。

⑧「２．教育普及事業-(2)学校
支援②」参照

⑨「２．教育普及事業-(2)学校
支援②」参照」

⑩教員社会体験研修を実施し、
科学館の業務全体についての
理解してもらうように努めた。

⑪円滑に実習を実施し、実習生
に様々な体験学習機会を提供
することができた。

⑫市内最大の科学イベントで、
参加団体と協働して科学的な興
味関心を高めたり、科学的な体
験を提供することができた。

修の実施
⑪大学からの依頼に
より実習生を受け入
れて博物館実習を実
施する
⑫参加者の交流を生
み出す科学イベント
への参加（かわさき
サイエンスチャレン
ジ）（再掲）



（４）地域振興ネットワーク　
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

①民家園との連携による七夕イ
ベント、お月見プラネタリウムと
民家園での月の観察会を実施
した。
多摩区役所との連携による星空
コンサート、多摩区エコフェスタ
への参加（自然）、市民文化室と
の連携による坂本九魅力発信
事業を実施した。（再掲）
　7月23日（土）に開催された民
家園通り商店会夏まつりに移動
天文車（アストロカー）を派遣、
館PRを図った。

②8月21日（日）に実施された生
田緑地サマーミュージアムで
は、天文の企画展示、自然ワー
クショップ、実験工房（科学体
験）を開催し、イベント参加・協
力を行った。

　その他、地元の民家園通り商
店会のイベントに当館のマス
コット」かわさきぷりん」が参加し
た。

達成度：3 評価：Ｂ

●生田緑地は地域住民にとどまらず、
川崎市民の大切な野外学習の場であ
る。その中で科学館の存在意義を多く
の市民に理解してもらうべく、連携に
努めてほしい。

●地域とのコラボは客層を広げる良い
機会である。日本民家園や多摩区役
所とのコラボは当館ならではの企画で
あり、評価できる。

●地域活性化の担い手として、館が
十分に機能していると判断できる。館
としても集客効率のよいイベント開催
のチャンスであり、今後もコストパ
フォーマンスの高い取組みとして推進
していくべきである。

生田緑地のに
ぎわいとその
拡大をめざし
たまちづくりへ
の参加・協力

・地域の団体
が生田緑地を
活用して企
画・実施する
事業を支援

・生田緑地の
自然等に関
する知識や科
学館のノウハ
ウを活かした
専門的な支
援を実施

①民家園との共催事
業「お月見の会」の実
施など、緑地内施設
や図書館、区役所等
との共催事業の実施
(再掲）

②生田緑地サマー
ミュージアムの実施
（指定管理者との連
携による円滑な事業
運営体制の構築）

　いずれの事業も毎回多数の
参加者があり、市民の期待が高
いことに加え、多くの方の星に
親しんでいただき、科学館の利
用を促す機会としても有効であ
る。



（５）生田緑地内ネットワーク　

実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

達成度：3 評価：Ｂ

●当館は生田緑地中央の良い場所に
位置しており、特色の異なる生田緑地
３館、藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムとの
相互連携企画を強化し、客層の拡大
に努められたい。

●今後、民家園以外の生田緑地内施
設についても、協力体制とネットワー
クの構築が期待される。

●地域振興ネットワークと同様に、地
域活性化の担い手として、館が十分に
機能していると判断できる。高い集客
効率やコストパフォーマンスの観点か
らも推進していくべき取組みである。

生田緑地内
施設との相互
連携による、
ジャンルを超
えて市民・利
用者が楽しめ
る事業の実施

・生田緑地内
施設間におけ
る情報共有化
による、運営
の効率化

・広報媒体の
共同利用や
共通情報の
データベース
化等、広報活
動の連携

①生田緑地サマー
ミュージアムの実施
（指定管理者及び市
民団体との連携によ
る、円滑な事業運営
の継続）

②民家園との共催事
業「お月見の会」の実
施（再掲）

③全体会議、広報担
当者会議等の実施に
よる情報共有

④生田緑地イベント
ガイド作成など共同
広報の実施

⑤生田3館及び藤子
Fミュージアムとの連
携によるスタンプラ
リーの開催

①民家園との連携による七夕イ
ベント、お月見プラネタリウムと
民家園での月の観察会を実施
した。（再掲）

②民家園の教育普及事業「お蚕
様と絹糸」を、自然史資料面か
ら支援した。
　また、岡本太郎美術館の主催
イベントに当館のマスコット「か
わさきぷりん」の着ぐるみが参加
した。

③全体会議、広報担当者会議、
スタンプラリー会議、日常的な連
絡調整により、指定管理者も含
めた緑地内関係者と情報共有、
意見交換を行った。

④効果的な情報発信のあり方
について検討し、緑地のイメー
ジポスター、事前申込なしで参
加できる事業を記載したイベント
ガイドの作成を開始し、全5号配
布した。

⑤各館から担当者を出して検
討、準備を進め、7月16日から8
月31日まで開催し、約5,800人
（記念品交換者数）の参加が
あった。

　緑地内各施設の特性や、指定
管理者の広報スキルを活かし
ながら、事業内容の充実、対外
的なPRを図り、緑地の賑わいを
創出することができた。
　民家園について、天文と自然
の２分野で連携事業を行うこと
ができた。また、マスコット着ぐ
るみのイベント参加という形で
岡本太郎美術館とも連携を図る
ことができた。



６．管理運営

（１）管理業務の実施状況

実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

　指定管理者制度導入4年目を
迎え、市と指定管理者との意思
疎通がさらに円滑なものとなり、
両者連携のもと館運営を適切に
行った。

達成度：3

　定期的に情報交換、意見交換
を行いながら、連携関係構築を
進めるとともに役割分担を明確
にし、館運営を円滑に行うことが
できた。

運営方針
（１）市民・利用者の参画と協働による柔軟な管理運営
　誰もが親しみをもてる開かれた科学館であるために、市民・利用者が主体的に参画できる仕組みを整え、多様な意見・要望に応える柔軟な管理運営を展開します。
（２）安定的で持続可能な成長をとげる管理運営
　安全・安心で快適な施設であるために、適切なメンテナンスと時宜に応じた改善を行うとともに、多様な利用者や利用形態に応じたきめ細やかな応対やサービスによって、
市民・利用者の満足度を持続的に高める管理運営に取り組みます。
（３）民間活用等による効果的・効率的な運営
　科学館の質や魅力を高め、サービスの向上を図るとともに、経営的な視点による効果的・効率的な管理運営を推進します。

●入館者及びプラネタリウム入館者は
当初計画を若干下回ったが、館の主要
なミッションである学習支援事業では多
くの成果を上げている。館の運営業務
について、指定管理者との連携、職員
の過剰負担を避けるためのさらなる継
続的な努力が求められる。

●プラネタリウム投影のほか、ナイト
ミュージアム、夜間天体観測会開催中
の展示室公開など、通常の開館時間
外の活動として新たなサービスを行う
など、柔軟に館運営を行っている点は
評価できる。

●入館者数、プラネタリウム観覧者数
の原因分析を行う必要がある。また、
広報活動等に更なる工夫を望む。

●資料の収集・整理・保管、収集した
資料に基づく調査・研究の推進、さらに
は調査・研究の成果を展示を含む普
及・教育に還元していくためには、専門
性が担保された任期付ではない正規
職員の確保が必要である。

運営方式 　指定管理者
との連携によ
る効率的、効
果的な施設運
営の推進

施設運営・管理業務
を担う指定管理者と、
統括業務・学芸業務
等を担う市直営部門
との円滑な連携確保



　開館時間外に、プラネタリウム
コンサート1回、プラネタリウム
ドームでオーロラ映像投影イベ
ント1回、星を見る夕べを10回開
催した。
　９月15日に「お月見デー」とし
て夜間に日本民家園において
月の出張観測を行ったほか、科
学館ではプラネタリウム特別投
影、展示室で普段非公開の骨
格標本の展示解説を行うなど、
施設の夜間有効活用を図った。

　夜間天体観測会「星を見る夕
べ」の開催時間中、展示室を夜
間公開し、観測順番待ちの来館
者が鑑賞できるようにした。

達成度：3

平成28年度歳出（予算）
　117,036千円
平成28年度歳出（決算）
　115,259千円
平成28年度歳入（予算）
　27,275千円
平成28年度歳入（決算）
　16,122千円
平成28年度入館者数
　283,423人
平成28年度ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ観覧者数
　104,187人

達成度：3 評価：Ｂ

指定管理者及び館内各部門と
の連携により、開館時間外にお
ける事業実施等を円滑に行い、
市民サービス向上につなげるこ
とができた。

・歳入額については、決算額が
予算額を下回ることとなった。一
方、歳出額については、予算額
の範囲内で、事業を予定どおり
執行することができた。

・入館者数及びプラネタリウム
観覧者数とも、やや目標値を下
回った。

収支計画・実
績

館の魅力向上
を図る一方
で、経営的な
視点による効
率的、効果的
な収支計画の
実施

①予算範囲内の効率
的、効果的な支出、
及び収入確保に向け
た取組実施

②入館者目標値30万
人、プラネタリウム観
覧者目標値11万人

開館形態
（一部指定管
理業務）

　開館時間の
弾力的な運用
の実施

時間外の施設有効活
用の推進



（２）組織体制
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

・年4回の協議会を開催し、うち
第3回協議会については事業視
察とし、合計16日に渡る視察日
提示により、参加機会の充実や
委員の館事業への理解促進を
図った。

・摘録作成・館HP上での公開に
ついて、迅速に対応した。

達成度：3

①自然分野では、展示の基盤と
なる資料の収集保管体制の充
実のため、展示解説に先行して
資料収集、標本作成を行うボラ
ンティアが必要と考えているが、
現状では登録制度設置には
至っていない。
　天文分野では、天文サポー
ター研修会を実施して天文ボラ
ンティアを育成し、研修修了者
は「星を見る夕べ」等で来館者
対応等の活動を行った。
　科学分野では、科学サポー
ター研修会を実施して科学実験
教室等で活動を行った。

②自然科学分野において、関係
団体に委託している事業を中心
に十分な調整、意見聴取を行
い、事業の改善に活かした。

達成度：3 評価：B

　協議会に向けた資料作成、情
報提供・説明、視察機会の確保
等により、館の実態を明らかに
し、委員から指導・助言を得るこ
とができた。

①自然分野では、資料収集、標
本作成等を行うボランティアの
育成のあり方、体制等について
検討を行った。
　天文分野、科学分野ではサ
ポーター研修会を継続して実施
し、実際に事業補助等で活動
し、成果を上げることができた。

②日頃から関係団体との調整、
意見聴取に努め、円滑な事業実
施、事業の改善につなげること
ができた。

●専門部会（旧協議会）の意見を取り
入れ、改善に向けた努力が図られてい
る。また、委員向け館内施設、事業実
施状況の視察を通じて、情報提供が行
われた。

●調査研究団体との交流推進、各分
野のボランティアの育成・活用により、
館の資料収集・保管活動への協力体
制を整備してほしい。

●自然部門のボランティアについて
は、資料収集・標本作成ボランティアと
展示解説ボランティアを別立てで育成
することも検討されたい。

●支援団体との協働は、館運営に必
須であり、活性化をもたらす点で高く評
価される。今後も館の方針を踏まえて
支援団体とのコミュニケーションに努
め、協働体制を維持してほしい。

諮問機関 　協議会実施
による、館運
営、事業の専
門性、透明
性、公平性の
確保

①年4回の川崎市社
会教育委員会議青少
年科学館専門部会
（旧協議会）の開催及
び、会における事業
進捗報告・意見聴取

②会議の摘録公開

市民・利用者の
参画による運営
の仕組み

①ボランティア
登録制度の設
置

②関係団体と
の連携による
運営

①ボランティア登録
制度の確立に向けた
検討の推進

②科学館を活用する
団体からの意見聴取
及び運営への反映



（３）危機管理
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

　震災等発生時の館における災
害対応マニュアルについて、指
定管理者と市と協議のうえ内容
の整理・確認を行った。
　また、展示・収蔵資料の危機
管理について、県博物館協会の
研修に参加した。

達成度：3

　避難訓練等の円滑な実施に
向け、事前に指定管理者と調
整、確認等を行うとともに、10月
に避難器具を使用した避難訓練
及び消火訓練を実施した。

達成度：3
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題

　「生田緑地全体の危機管理マ
ニュアルについて、館の市職員
と指定管理者の共通理解を図る
とともに、館の危機管理も意識
して、災害発生時の対応体制の
確認を行った。

達成度：3 評価：Ｂ

　事前調整において、訓練実施
中に想定される課題検討や、明
確な役割分担を決定し、訓練を
円滑に執り行うことができた。

　広域避難所内の一施設として
機能するため、館職員の参集体
制や対応事項について共通認
識を図った。

　館における災害対応マニュア
ルについては、指定管理者と情
報・意識共有を図り、防災訓練
の実施と併せてマニュアルに
沿った対応について確認を行っ
た。
　また、展示・収蔵資料の危機
管理体制についての協議を開
始した。

●震災や火災に対する危機管理体制
は入館者や職員の安全確保のために
常に維持されていなければならない。
継続的な努力と避難・消火訓練の定期
的な実施が求められる。

●自然災害を含め、予想外の災害が
起きる恐れがある。管理マニュアルの
更新と職員の共通意識を確認するとと
もに、他施設と連携して対応する体制
を望む。

●公的財産である貴重な資料や属性
（資料台帳）の保全体制は取られてい
るのか？昨年度指摘した点への具体
的方策が示されていない。博物館にお
いては人命とともに資料やその属性を
どのように保全するのか、マニュアル
化が必要である。

危機管理マ
ニュアルの作
成と徹底
（全部指定管
理業務）

　震災・風水
害等各種災害
を想定した危
機管理マニュ
アルの作成と
周知

館における危機管理
マニュアル等の内容
整備・充実及び周知

危機管理研
修及び想定
訓練の実施
（全部指定管
理業務）

　危機管理マ
ニュアルに
沿った、適宜
の研修及び訓
練の実施

指定管理者による防
火訓練・防災訓練の
適正な実施確保

広域避難場
所内の施設と
しての災害対
策の実施
（全部指定管
理業務）

　生田緑地及
び緑地内施設
と連携した災
害対策の実施

緑地全体の危機管理
マニュアル等に基づ
き、緑地内一施設とし
ての連携体制等の適
切な対応確保



（４）施設の利活用
実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

　指定管理者との連携により、
全6号の科学館だより、全4号の
プラネタリウムリーフレット、全12
種のプラネタリウムポスター、そ
の他年報等を作成した。

達成度：3

　学芸部門と指定管理者の円滑
な意思疎通により、発信を要す
る正確な情報を迅速に集約し、
前項の出版物の他、プレスリ
リース、各種取材対応等を行い
外部メディアへの情報提供を合
計224件行い、137件掲載を確認
した。
  また、Facebookでの学芸部門
作成コラム掲載など単なる宣伝
の枠を超えた情報発信を行うな
どにより、HPアクセス数286,225
件、Facebookいいね数996件、
ツイッターフォロワー数1758件を
獲得した。

達成度：3

　緑地HP、事前申込なしで参加
できる事業を記載したイベントガ
イド、緑地の魅力を発信する「も
りのにじ」等、指定管理者が刊
行するパンフレット類への当館
主催情報等の掲載とともに、緑
地Facebook閲覧者への当館
Facebook情報のシェアを行って
いる。

達成度：3 評価：Ｂ

　Facebook、ツイッターの積極的
な活用により、利用者増が確認
された。適時・正確な情報発信
を実現するとともに、雑誌や映
像取材にも柔軟に対応し、館の
取組を様々な媒体を活用して広
く広報することができた。

　館単独の広報と同時に、緑地
全体の広報媒体を活用すること
により、必ずしも当館の事業に
関心を持っているとは限らない
人々への情報発信を、さらに広
範に行うことができた。

　市と指定管理者の情報共有・
作業連携体制が強化され、編集
作業等をスムースに進めること
ができた。

●メディアへの露出のみならず、イン
ターネットやＳＮＳなど電子媒体を使っ
たプロモーション活動は、ターゲットとな
る小学生の親世代には届きやすい媒
体であることを考えると、非常に効果的
と考えられる。

●年報や紀要は館の存在を示す重要
な出版物。これらの充実は良い方向に
進んでいる。カラー印刷が可能な箇所
は、できるだけ多く取り入れてほしい。

●ＳＮＳの利用者が増えているのはよ
いが、入館者数、プラネタリウム観覧
者が減少しているのが気がかりであ
る。川崎市内南部の川崎区や幸区、北
部の麻生区のほか、神奈川県内や東
京都の小田急線沿線地域への広報活
動の工夫が必要である。

●ＦａｃｅｂｏｏｋやＴｗｉｔｔｅｒの活用は大い
に評価できるが、どのような内容の情
報発信がなされたのかを容易に読み
取ることができない。一方、ホームペー
ジでの情報発信は更新頻度や速報性
で劣るものの、内容が厳選されており、
アーカイブ化に有利である。
　ＦａｃｅｂｏｏｋやＴｗｉｔｔｅｒで発信された情
報をできる限りホームページに集約す
る仕組みを検討されたい。

広報計画
多様な媒体を
活用した広報
活動（一部指
定管理業務）

広報業務を担う指定
管理者と、学芸部門
の積極的な連携・協
力による、情報発信
の推進

生田緑地全体
の広報活動と
連動した効果
的な情報発信
（全部指定管
理業務）

緑地全体の一体的な
広報活動における、
科学館情報の発信推
進

各種出版物の
発行

年報、紀要、各種案
内パンフレット等の発
行による活動内容、
成果の発信



実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

・職員会議、指定管理者が主催
するスタッフミーティング等にお
いて、適宜、接遇の重要性につ
いて意識の共有を図った。

・市職員研修参加に要する旅費
の確保とともに、職員不在時の
補完体制の確保を図った。

達成度：3

・館独自に商品開発に向けたア
イディア検討を行うとともに、指
定管理者と連携し、新規のオリ
ジナル商品を開発した。また、カ
フェテリア・ショップにおいて季節
限定メニュー・商品を扱うなど、
館の魅力向上の一助となった。

・夏季期間中や時間外のイベン
ト実施時に、カフェテリア・ショッ
プにこれに合せた開業を促し、
合計4件の開業延長が行われ
た。

達成度：3

　 実験室及び学習室1～3等を
活用し、自然ワークショップ、夏
休み理科教室、実験工房、わく
わく科学実験教室等の各種講
座のほか、各種講演会も実施
し、広く学習の場を提供した。
　プラネタリウムドーム外壁（受
付脇）を利用し、企画展示、季節
の植物や天文現象等の情報提
供パネルの設置等を行った。

達成度：3

カフェテリア・ショップとの連携に
より、館の取組に付加価値を創
出し、来館者に対し主催事業参
加に伴う新たな選択肢を提示す
ることができた。

　館内諸室を有効かつ効率的に
活用することにより、各分野の
各種講座・講演会等を数多く実
施し、多くの市民に充実した学
習の場を提供することができ
た。

　適正な接遇、職員の専門性確
保により、来館者アンケートにお
いても高い来館満足度（86％）を
得ることができた。

●市、指定管理者の連携により、来館
者へのサービスはきめ細かく検討・実
行されており、来館者アンケートによる
満足度も高い。職員の各事業の企画・
立案作業に必要なスタッフ能力を発揮
できる体制を継続的に維持する必要が
ある。

●展示室以外の学習室、実験室等を
利用し、雨天時などにおける学校団体
の昼食場所の確保は、校外学習にお
いて重要な案件である。昼食場所の提
供ができない施設が多い中、天候に左
右されずに利用できる環境を提供でき
る点は、安心して学習プログラム計画
が立案でき、評価できる。

●夜間イベント等の実施時間に合せ、
カフェテリア・ショップの開業延長が行
われたことはサービス向上につなが
る。また、共通利用券も周知されるよう
になり、利用者につながる点は評価で
きる。

●来館者は一般市民だけではなく、研
究者はもとよりアマチュアの研究者、自
然愛好家など、バックヤードの利用者
も対象となる。バックヤード利用者の利
便性や魅力向上のための取組も同時
になされるべきである。

科学館の魅
力を高める
サービス展開

職員の資質の
向上（一部指
定管理業務）

①全職員の接遇向上
に向けた啓発推進

②研修への積極的な
参加促進

館全体の魅力
向上に向け
た、カフェテリ
ア・ショップの
サービス向上
（一部指定管
理業務）

①オリジナル商品、
独自メニュー等の開
発促進

②主催事業と連動し
た営業時間の弾力的
な取扱

展示室以外
（実験室や学
習室等）のス
ペースを活用
した学習サー
ビスの提供

館内空きスペース等
を活用した、学習
サービスのさらなる充
実



実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題

学校団体からの昼食会場として
の館施設予約を258件受け付
け、学習室等を開放した。

達成度：3

・共通利用券について、千円券
158シート、2千円券23シートを
販売し、約246千円相当の使用
実績があった。

・館内において、複数館割引等
に関する認識の共有化を図っ
た。

・緑地内他施設にて割引適用対
象としているWAONカード、OPク
レジットカード、TOP＆カード所
持者への割引適用を開始した。

達成度：3

・プラネタリウムコンサートの他、
一部の講座・研修会等について
もインターネットによる申込受付
の拡大を図った。

・その他の学芸事業において
も、来館不要の往復はがきによ
る申込受付としている。

達成度：3 評価　Ｂ

　　複数館割引制度の適用・周
知等により緑地内の回遊性向
上を図るとともに、他館との情報
交換等により、割引制度適用に
際し足並みの揃った対応を確保
した。

　インターネットによる申込受付
が可能な講座・研修会等につい
ては、積極的に導入を図り、利
用者の利便性向上を図ることが
できた。

学校団体が、天候に左右され
ず、安心して教育活動等を行え
る利用環境を調えた。

科学館の魅力
を高めるサービ
ス展開

他施設との連
携によるサー
ビスの向上
（一部指定管
理業務）

緑地内複数施設利用
者への使用料割引、
生田緑地4館連携ス
タンプラリーの実施な
ど、他施設との連携
によるサービスの提
供

利用手続きに
おける利便性
の向上（一部
指定管理業
務）

来館を要しない、事
業への参加申込手段
の確保

学校団体の利
便性に配慮し
たサービスの
提供（全部指
定管理業務）

天候に左右されな
い、安心かつ快適な
利用環境の提供



・随時バリアフリー設備の点検
を行うとともに、職員に対し人的
支援に係る啓発を適宜行った。

・受付スタッフを中心に高齢者
疑似体験研修を実施し、バリア
フリーに関する認識を高めた。

・展示パンフレットの点字版を用
意した。

・プラネタリウムにおいて、市立
聾学校児童等を対象に、字幕付
き投影を実施した。

達成度：3

・館の利用案内について、英
語版・中国語版、韓国語版を
用意し、利用に供した。また、
受付における外国人対応の
充実に努めた。

・館内サイン表示の磨滅など
の点検を随時行った。

・展示コーナーにおける解説
シートの作成、その一部の多
言語化について検討を行っ
た。

達成度：3 評価：Ｂ

  外国人が気軽に来館し、館
の展示等を享受できる利用
環境を確保することができ
た。

　障害等の有無に係らず誰もが
気軽に来館し、館の取組を享受
できる利用環境を確保すること
ができた。

●視覚・聴覚を含めた障がい者、外国
人等、様々な利用者に配慮した取組み
が行われている。設備面の整備のみな
らず、高齢者疑似体験研修を実施する
など、ソフト面での対応は評価できる。

●バリアフリー対策は、求められる内
容が年々変化している。様々な来館者
に対応できる体制確保が必要である。

●展示には子供やそれ以外の世代に
も興味がもてる工夫がされている。今
後のインバウンド対応として、英文表記
は外国人のみならず、市民にも参考に
なり、さらに増やすことが必要である。

●日本民家園には多くの外国人が訪
れており、今後も増えると思われる。同
じ生田緑地内の科学館にも訪れると推
定されるため、外国人来館者への対策
も引き続き進めてほしい。

●利用案内を多言語化しただけでは
外国人利用者の利用環境を整えたと
は言えない。もっとも、外国人が現状で
どの程度来館しているのか、そもそも
それ以上の需要があるのかを把握す
る必要がある。

●外国人来館者への対応が、地域の
社会教育施設として館が取り組むべき
優先課題なのかを十分に吟味する必
要がある。

外国人利用者
に配慮した案
内情報の提供

①館内表示等の適切
な管理

②外国人利用者に向
けた、自然展示の改
善に向けた検討

多様な利用者
への配慮（一部
指定管理業務）

バリアフリーの
実現とユニ
バーサルデザ
インの導入

バリアフリー関連設
備等の保全及び人的
支援の確保



（５）進行管理

実施項目 中長期目標 平成28年度計画 平成28年度実績 H28年度自己評価 今後の課題 専門部会評価

・十年計画表、単年度事業評価
シート等の策定により、事業点
検を行った。

・事業の進捗状況についても、
説明の機会を確保した。

達成度：3

①客観的な事実に基づき、自己
評価を行った。

②協議会評価の策定に向け、
各委員に対し、説明・調整等を
丁寧にお行った。

③27年度事業評価確定後、た
だちに館HPにて公表した。

達成度：3

　中長期計画に沿った単年度事
業計画を策定するとともに、事
業点検を行いながら進行管理す
ることができた。

　自己評価及び協議会評価の
策定により、館の取組を客観的
に評価するとともに、事業の進
行管理を適切に行うことができ
た。

●１０年計画は将来に向けて重要であ
り、市の財政とも関連する。専門職員
の意見も取り入れて取り組んでほし
い。入館者を増やすことだけではなく、
館としての質の向上に重点を置いてほ
しい。

●27年度事業評価の方法に対する指
摘事項を踏まえて、評価作業の早期実
施と作業の効率化を実行している点は
高く評価できる。

●本来、事業評価を進める上で、前年
度の協議会の指摘事項等を踏まえて
次年度事業計画策定が成されるべき
であるが、それが十分理解されていな
いと思われる点随所に見られる。今
後、準備段階で中長期計画に沿った単
年度計画を詳細に検討するところから
始めてほしい。

●事業評価の基礎資料となる統計
データについては、例えば普及教育に
ついてはプログラムごとの充足率や定
員に対する申し込み者数の割合、１回
あたりの参加者数の推移を年度ごとに
まとめた表を作成するなど、客観的な
評価をしやすくする工夫が必要であ
る。

●評価の客観性についてはアウトプッ
トとアウトカムとを切り分け、できる限り
数値化して評価を行うことが望ましい。

事業評価と周
知

①多様な視点
を反映し、定
量評価を盛り
込んだ自己評
価の実施

②諮問機関等
による第三者
評価の実施

③年報・ホー
ムページ等に
よる評価の周
知

①客観的な視点に基
づく自己評価の策定

②協議会評価の策定
に向けた調整

③評価結果の公開

計画に基づく
事業実施と点
検

運営基本計画
に基づく事業
の執行、及び
適正な進行管
理

事業の進捗状況の点
検及び協議会への報
告



・27年度事業評価結果及び
各委員の事業視察時におけ
る指摘事項等を踏まえ、29年
度事業計画策定に向けた準
備を行った。

・事業評価作業の早期確定
により、前年度評価内容を当
該年度事業に反映できるよ
う、評価作業の効率化・スケ
ジュール見直し等の検討を
行った。

達成度：3 評価：Ｂ

　27年度事業評価結果を受
け、取組の見直しを行うととも
に、29年度事業評価シート、
事業計画等の策定に反映さ
せた。
　事業評価の早期確定に向
けた検討を行った。

評価に基づく改
善と計画の見
直し

館の持続的な
成長に向けた、
単年度評価結
果の次年度事
業計画、指標等
への反映

評価結果に基づく、新
年度（平成29年度）計画
の策定及び中長期計画
の見直し


